












Ⅰはじめに 

 今年度(1986 年)から 3年間にわたって「里帰り分娩の母子保健学的研究」を行うにあた

り、過去の文献を調査するとともに、1987 年 2 月 7 日、「里帰り分娩」に関する調査・研

究の実績がある、雨森良彦(日赤医療センター産科)、大日向雅美(彰栄保育専門学校)、大

村清(日本母性保護医協会福祉部)、加藤忠明(目本総合愛育研究所)、品川信良(弘前大学医

学部産婦人科)、高野陽(国立公衆衛生院)、本多洋(三井記念病院産婦人科)らの諸先生方に

お集まりをいただき、過去の代表的な調査研究の成果を分析した。以上の調査および会議

にもとずき、里帰り分娩の現状と問題点および次年度以降の研究計画・アンケート様式な

どについて検討した。 


